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6-1 施設規模・施設構成・構造

構造の考え方

 オープンな空間を実現するため、柱間のスパンを大きく確保できる
構造形式とする

 免振層を設ける場合は中間階に設け、振動に配慮が必要なラボ機能
は免振層よりも下階に配置する

 環境負荷低減やCO2削減につながる構造計画とする

施設構成・建物ボリュームの考え方

 開発事業者との対話での意見等も踏まえ、容積を最大消化（３００％）
するボリュームを想定

 北側の集合住宅に配慮し、北側の高さを抑える。敷地北側には広場空
間を配置

 ラボ棟は地区計画が定める最高高さ45m近くまでボリュームを確保

面積表（概算）

 延床面積：約49,000㎡（容積率 約300％）
 建築面積：約6,400㎡（建ぺい率 約33%）
 建物高さ：約44.5m（ラボ棟：約44.5m／商業・住宅棟：約19m）

イメージプラン
での施設規模

今後の詳細な事業性の検討により、各機能の面積は増減する見込み

※イメージプランであるため、要件定義ではありません

機能 面積

ラボ （コワーキング・オープンファクト
リー等を含む）

約37,000～40,000㎡

アメニティ機能（例：交流ラウンジ、
フィットネス、教育関連機能、保育園、ク
リニック等）

約4,000～5,000㎡

会議室 約1,200㎡

滞在機能 約2,000～5,000㎡

商業 約600㎡

合計 約49,000㎡
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6-2 配置・平面構成

※イメージ図であるため、要件定義ではありません

○オープンスペース（既存公園を含む）側の環境に配慮し、建物は線路側に寄せた配置とします。
○エリア全体の回遊性の向上に向けて、対象敷地内の動線のリニューアルをあわせて検討し、新川崎駅～新川崎・創造のもりの

各施設～さいわいふるさと公園への動線に配慮します。
○建物低層部をセットバックしピロティ空間とします。
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6-3 建物外観イメージ －①オープンスペースのイメージ
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6-3 建物外観イメージ －②諸室構成の全体イメージ
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6-3 建物外観イメージ －③低層部の全体イメージ
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6-4 諸室構成 －①全体共用部

機能 概要

メインエントランス 【メインエントランス】
 施設全体のエントランス空間として配置
 受付や大会議室のホワイエ等の機能を兼ねる
 配置階：１階／面積：約100～200㎡

【サブエントランス】
 セキュリティを考慮した個別アクセスが可能なラボの配置を想定

会議室  間仕切りによる分割利用も可能な仕様とする
 面積：約1,200㎡

コワーキングスペース・オープンファクトリー  コワーキングスペース・オープンファクトリーの他、オープンなミー
ティングスペースや展示スペース等を想定

 面積：約1,000～1,200㎡

その他アメニティ  研究施設に付加価値をもたらす機能
 面積：約4,000～5,000㎡

今後の詳細な事業性の検討により、各機能の面積は増減する見込み
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6-4 諸室構成 －②専有部

機能 概要

ラボ  必要に応じて特殊な仕様が求められる機能導入にも対応できるよう、
一部は一定の天井高を確保したフロア

 配置階：各階
 面積：約37,000㎡～40,000㎡

（コワーキング等を含む）

滞在機能  企業・大学等の研究者・技術者等を対象とした短期～長期の滞在施
設を想定

 面積：約2,000～5,000㎡

商業  就業者、来訪者、地元住民が気軽に利用できるカフェ・レストラン・
ショップ

 配置階：１階
 面積：約600㎡

今後の詳細な事業性の検討により、各機能の面積は増減する見込み
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